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◆課題と方向性の整理について 

市域の景観の特性や市民の意識、これまでの取組等を踏まえ、今後の景観に関する主要課題を

次のとおり整理します。 

 市の景観特性 

・本市は中央部を南北に走る名鉄小牧線を概ねの境として、西部地域は主に平野部であり、小牧山がランドマーク

となっている。一方、東部地域は主に丘陵地となっており、丘陵の尾根線がランドマークとなっている。 

・小牧山は平坦な地形の西部地域において際立った地形的特徴であり、歴史的にみても本市のシンボルといえるラ

ンドマークである。また、小牧駅からこの小牧山にかけては、交通の拠点、商業施設、公共施設が立地し、多く

の人々が集まるノードにもなっている。 

・東部丘陵の尾根線は小牧山と並んで本市の景観構造の主要な要素であり、過去より変わらない本地域の自然特性

を示すものである。 

・東部丘陵から西部地域へと流れる大山川をはじめ西部地域を流れる合瀬川など、市内を縦横に流れる河川・水路

もまた、本市において変わらない地形地物であり、それに沿った農地、集落地等とともに水と緑の骨格軸を形成

している。 

・都市的な骨格軸としては縦横に格子状に整備された幹線道路が挙げられる。そのなかでも、名古屋高速、東名・

名神高速道路、中央自動車道とそのインターチェンジ、国道 41 号等主要な幹線道路のように、本市の玄関口と

いえるもののほか、旧木曽街道など、歴史的な特色を持つ軸もある。 

これまでの取組み 

・小牧市都市景観条例及び施行規則施行（平成 13

年 3 月 28 日） 
・小牧市都市景観形成重点区域の指定（平成 15 年

4 月 18 日） 

・小牧市都市景観基本計画策定（平成 27 年３月） 

・都市景観形成重点地域の景観を守る会（都市景観

団体）認定（令和 2年 6 月 12 日） 

・景観行政団体へ移行（令和 5年 6月 1 日） 

景観阻害要因 

□まとまりのない沿道建物のデザインや色彩 

□眺望景観を阻害し交錯する電線類 

□緑の景観、尾根線のエッジを乱す開発 

□河川や池が汚れている 

□自然景観や歴史的景観になじまない屋外広告物 

□大型で派手な屋外広告物 

□ごみのポイ捨て 

□道路や空き地の雑草 など 

上位計画による位置づけ 

■都市計画マスタープラン（R2.2） 

①小牧山の景観に関する基本方針 

②東部丘陵の景観に関する基本方針 

③中心市街地の景観に関する基本方針 

④住宅地・工業地の身近な景観に関する基本方針 

⑤都市の軸の景観に関する基本方針 

景観に関する市民の意識 

□まちなみや景観は「少し関心がある」「非常に関心

がある」が８割以上 

□現在の市の景観について、「どちらともいえない」

人が半数以上（57.1％） 

□市内の好ましい景観は、「小牧山・小牧城」（73.0％） 

□好ましくない景観は、「小牧駅周辺」の景観（22.8％） 

□市の景観を損ねている原因は、「空き地の雑草が生

い茂っている」が 56.3％ 

□小中学生にとって市の景観を損ねている原因は「ご

みのポイ捨てが多い」が 48.7％と高くなっている。 

□景観づくりへの参加は、「ルールができれば、協力

してもよい」が 50.1％ 

 

現計画の評価・分析 

□景観施策、届出制度等の整理 

□市民意識変化の把握 

・景観への関心は大きく変わらず 8割を維持 

・市のイメージ 

「中心市街地が整備されたまち」 

「小牧山などの歴史・文化が残っているまち」 

「工場などが多く立地する工業都市」 

 ⇒前回と比べて大きく増加 

今後のまちづくりに向けた課題と取組みの方向性の整理 
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◆景観資源の抽出 

 景観構造を形づくる要素ごとに、現行計画の景観資源の更新を行いました。  

□象徴点…都市を象徴する景観（ランドマーク） 

 小牧山、パークアリーナ、市民四季の森、中央図書館  等 

 【阻害要因】 

  広告物、ごみ 等  

  

□結節点・集中点…人が集まる場所の景観（ノード） 

 駅周辺、都市公園、中央図書館 等  

 【阻害要因】 

  電柱、広告物、ごみ、放置自転車 等  

  

□縁・境界…地域を区分する景観（エッジ） 

 東部丘陵の尾根線、河川、道路、鉄道 等  

 【阻害要因】 

  宅地開発、ごみ、自然災害  等  

□道・線・軸…人が通る場所の景観（パス） 

 道路、河川、緑道 等  

 【阻害要因】 

  ごみ、自然災害 等  

□地域…まとまりのある地域ごとの景観（ディストリクト） 

 中心市街地、桃花台  等  

 【阻害要因】 

  電柱、広告物、ごみ、放置自転車 等  

２ 



 

基本方針の検討において重要なエリア 

小牧山  

小牧インター  

藤島地区  

東部丘陵・桃花台地区  

小牧原駅  

味岡駅  

田県神社前駅  

小牧駅  

小牧口駅  

間内駅  

中心市街地  

◆景観形成の課題と取組みの方向性の整理 

 市民アンケート調査や景観資源を基に、エリアごとに景観形成の課題と取組みの方向性について整理しました。 

□小牧山周辺の景観に関する課題と取組みの方向性 

 ・市のシンボルである小牧山の景観保全  

 ・小牧山周辺の市街地の景観の質を維持  

   →小牧山の眺望を妨げる建築物等の規制誘導 

    道路、河川、公園等における緑化の推進 

□中心市街地の景観に関する課題と取組みの方向性 

 ・人が集まる拠点を活かした賑わいと魅力のある 

街並みの形成 

 ・都市景観重点区域における趣のある景観の維持 

   →小牧山の眺望を妨げる建築物等の規制誘導 

    重点区域における建築物、広告物等の規制 

 

□東部丘陵の景観に関する課題と取組みの方向性 

 ・東部丘陵の稜線（スカイライン）の景観保全 

   →東部丘陵の眺望を妨げる建築物等の規制誘導 

    建築物や屋外広告物の大きさや色彩等の規制誘導 

□住宅地・工業地・田園地等の身近な景観に関する課題と取組みの方向性 

 ・住宅地：地域の特性を活かした街並みの形成（桃花台、小牧城下町） 

 ・工業地：周辺の住宅地や田園地等と調和が図られる街並みの形成 

 ・田園地：身近に感じられる自然景観として保全 

   →大規模開発等の規制誘導 

    道路、河川、公園等における緑化の推進 

 

□都市の軸の景観に関する課題と取組みの方向性 

 ・道路軸：主要道路における沿道景観の保全 

 ・鉄道軸：ランドマーク性のある駅の景観形成 

      車窓景観の改善 

 ・河川軸：河川堤防からみた景観の保全  

      美しい水辺空間の確保 

   →道路、河川、公園等における緑化の推進 

    沿道建築物や広告物等の規制誘導 
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